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はじめに 

Mnを添加したスピネル(MgAl2O4)結晶が性能の良い X

線蛍光体であることをこれまでに報告してきた１。今

回は、X 線検出の高性能化を目的として、Mn 添加スピ

ネル結晶と、Si フォトダイオード（PD）を組み合わせ

た X 線検出素子を試作し、X 線検出性能を評価した。 

実験 

FZ 法を用いて Mn 濃度を 3.0 at%とした Mn 添加スピ

ネル結晶を Ar ガス中で育成した。結晶を切断し、両面

を研磨した円板状試料を Si PD（Hamamatsu, S6775）

に接着し、図 1 のような X 線検出素子を試作した。こ

の X 線検出素子を用いて X 線強度の測定を行った。X

線源は、X 線粉末回折装置（リガク RINT Ultima）の

Cu 管球を使用し、X 線強度は管球電圧(kV)及び管球電

流(mA)を変えることで調節した。 

結果 

Mn添加スピネルの結晶を用いた X線検出素

子の出力の X 線照射強度依存性を図 2 に示し

た。管球電流の増加に伴い、X 線検出素子の

出力が増加することがわかった。フォトダイ

オードアンプの測定レンジ（増幅率）を 1x109 

V/A に上げることで、この素子を用いて

20kV,8ｍA 以下の X 線の検出が可能であるこ

とがわかった。Mn 添加スピネル結晶と Si PD

を組み合わせた X 線検出素子は、CuKα線の検

出に有効であることがわかった。また、従来

の X 線検出器と比べると、スピネル結晶は潮解性がなく、化学薬品や衝撃に対しても安定

な材料であるため、半導体検出器と組み合わせることによって、安定で省電力な X 線検出

素子としての利用が期待できる。 
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図 1、Mn 添加スピネル結晶を Si 

PD に取り付けた X線検出素子と

X 線（CuKα）照射による発光の

様子。 
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図 2、今回試作した Mn 添加スピネル X 線

検出素子による CuKα測定結果。 
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